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発達援助におけるパラダイム転換：花風

社・浅見淳子氏の提唱する「脱支援道」と

松島眞一・中川朋両氏の理論的枠組みによ

る「アンチ」言説の批判的分析 
1. 序論：分岐する発達援助の道 
発達障害児を持つ親にとって、現代の日本における療育・支援のランドスケープは、相反する

二つの巨大な潮流の間に引き裂かれた戦場のように映るかもしれません。一方には、医療・福

祉・教育が一体となった「標準的支援モデル」が存在し、もう一方には、株式会社花風社（代

表：浅見淳子）が中心となって提唱する、身体的・神経学的アプローチによる「改善・治癒モ

デル」が存在します。 

本報告書は、発達障害児を持つ父親であるクライアントの依頼に基づき、花風社および浅見淳

子氏の主張の本質を、その理論的支柱である松島眞一氏（療育整体創設者）と中川朋氏（脳機

能分析の専門家）の分析枠組みを用いて解剖し、体系化するものです。さらに、その体系化さ

れた論理的基盤の上に立ち、インターネット上や一部の支援者コミュニティで散見される、い

わゆる「アンチ」と呼ばれる批判的言説がいかにしてその標的を見誤り、本質的な議論から乖

離しているか（的を得ていないか）について、徹底的な分析を行います。 

1.1 報告書の目的と構成 

本分析の目的は、単なる擁護論を展開することではありません。浅見氏、松島氏、中川氏の三

者が構築しているのは、既存の「障害受容」のパラダイムを根底から覆す、極めてロジカルか

つ実践的な「身体と脳の再構築システム」です。アンチの批判が「的を得ていない」根本的な

理由は、彼らが批判の拠り所としている「常識（標準的支援モデル）」そのものが、花風社モ

デルによっては既に過去のものとして乗り越えられていることに起因します。 

本報告書では、以下の構成でこの構造的齟齬を明らかにします。 

1. 花風社モデルの理論的体系：浅見淳子氏の「脱支援」哲学が、いかにして現代の福祉依存

構造へのアンチテーゼとなっているか。 

2. 身体的基盤の分析（松島眞一氏）：発達障害を「脳機能障害」というブラックボックスか

ら「身体機能不全」という操作可能な領域へと引き戻す松島氏のアプローチ。 

3. 神経学的基盤の分析（中川朋氏）：QEEG（定量的脳波測定）等のデータを用い、障害を
可視化・制御可能な対象とする中川氏の科学的アプローチ。 

4. 「アンチ」言説の批判的解体：上記三者の視点に基づき、具体的なアンチの主張（ハラス
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メント告発、ニセ科学批判、障害受容論）がいかに論理的整合性を欠いているかを検証し

ます。 

2. 花風社・浅見淳子氏の主張：「脱支援道」の社会学
的・哲学的分析 
浅見淳子氏の主張の中核にあるのは、「発達障害は治らない」という現代の医療・福祉のドグ

マに対する根源的な問いかけです。浅見氏は、出版活動を通じて多くの当事者、親、治療家と

関わる中で、既存の支援システムがパラドックス（逆説）に陥っていることを喝破しました。

それは、「支援」が手厚くなればなるほど、対象者の自立能力が奪われ、永続的な依存（福祉

の客体化）が固定化されるという構造です 1。 

2.1 「福祉産業複合体」への批判と「脱支援」 

浅見氏が提唱する「脱支援道」とは、単に支援を受けないことではありません。それは、子ど

もが自らの身体と脳の機能を回復させ、他者の手助け（合理的配慮）を恒久的に必要とする状

態から脱却し、自由な個人として社会に参加することを目指す思想です。 

2.1.1 支援の自己目的化 

既存の福祉システム（放課後等デイサービス、就労移行支援など）は、利用者が存在し続ける

ことによって経済的に成立しています。浅見氏の分析によれば、この構造上、支援者側には無

意識的にせよ「子どもを治さない（障害者のままでいさせる）」インセンティブが働きます。

治ってしまえば顧客を失うからです。これに対し、浅見氏は「治るが勝ち」と断言し、親こそ

がこの産業構造から我が子を奪還すべきだと説きます 1。 

2.1.2 「親」の復権 

浅見氏の主張において特筆すべきは、専門家（医師・教師・支援員）よりも「親の直感」と

「親の実践」を上位に置く点です。専門家は細分化された断片（言語、運動、心理）しか見ま

せんが、親は子どもの全存在、特にその「生命力」の全体像を把握できる唯一の存在です。

「アンチ」の多くが「専門家の言うことを聞くべきだ」と批判するのに対し、浅見氏はその専

門家こそが解決策を持っていない現状を指摘します 3。 

2.2 浅見氏の役割：プラットフォームとしての「治癒」 

浅見氏は医師でも治療家でもありませんが、編集者という立場を活かし、既存のアカデミズム

からは排除されがちな、しかし臨床現場で圧倒的な成果を上げている実践者たち（松島氏、中

川氏、栗本啓司氏、灰谷孝氏など）をつなぎ合わせるハブとして機能しています。彼女の主張

は、個々の治療法の集合体ではなく、「身体が変われば脳が変わり、脳が変われば心が変わ
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る」という一貫した人間観の提示にあります 1。 

3. 松島眞一氏の分析枠組み：身体論からの「アンチ」批
判 
松島眞一氏（療育整体創設者）の視座は、発達障害を巡る議論を「観念論」から「唯物論（身

体論）」へと引きずり下ろします。松島氏の理論は、花風社への批判がいかに「身体の現実」

を無視した空虚なものであるかを浮き彫りにします。 

3.1 「脳機能障害」という神話の解体 

標準的支援モデルでは、発達障害は「先天的な脳機能障害」と定義され、それは一生変わらな

いもの（静的な特性）とされます。しかし、松島氏は「神経と血流は伴走している」という生

理学的原則に基づき、これに異を唱えます 3。 

3.1.1 骨軸と血流のメカニズム 

松島氏の分析によれば、発達障害児の多くに見られる「落ち着きのなさ」「感覚過敏」「学習

障害」は、脳単体の問題ではありません。背骨の歪み、頭蓋骨の緊張、未発達な身体構造（骨

軸の不在）により、脳への血流や神経伝達が物理的に阻害されている状態です。 

● アンチの誤謬：アンチは「脳の障害なのだから、整体で治るわけがない」と批判します 
4。しかし、松島氏の視点では、脳という臓器を養っているのは身体（血流）であり、身体

の構造的欠陥を放置したまま脳機能の改善を望むことこそが科学的に矛盾しています。ア

ンチの批判は、脳が身体から切り離されて培養液の中に浮いているかのような錯覚に基づ

いています。 

3.2 「不快」の除去と「強制」の誤解 

松島氏のアプローチでは、恐怖麻痺反射（FPR）などの原始反射の統合や、硬直した身体の弛
緩を行います。これには時に、子どもが慣れ親しんだ（しかし病的な）身体の使い方を強制的

に修正するプロセスが含まれます。 

3.2.1 「虐待・強制」批判への反論 

アンチは、子どもが嫌がる身体アプローチを「虐待」「強制」と批判します 5。しかし、松島
氏の分析では、子どもの「嫌がる」反応は、変化を拒むホメオスタシス（恒常性）や、過敏な

感覚そのものの発露です。 

● 不快の本質：子どもは今の歪んだ身体状態でバランスを取っているため、それを正される

ことに恐怖を感じます。しかし、その「歪んだ状態」こそが、将来にわたる生きづらさの
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根源です。松島氏は、親がその一時の「嫌がり」に屈して介入をやめることは、子どもを

一生「身体的苦痛」の中に放置するネグレクトに等しいと考えます。「子どものありのま

まを受け入れる」というアンチの美辞麗句は、松島氏の枠組みでは「子どもの身体的不全

を見捨てる」ことと同義となります 3。 

3.3 専門家権威の無効化 

松島氏は「医者より親の方が治す力がある」と明言します 3。医師は診断（ラベリング）と投
薬はできますが、日々の生活の中で子どもの背中に触れ、筋肉の緊張を感じ、緩めることがで

きるのは親だけです。 

● アンチの「権威依存」：アンチの批判の多くは「医師でもないのに」「エビデンスがな

い」という権威主義的なものです。しかし、松島氏は臨床現場での「事実（子どもが落ち

着き、言葉が出るようになる）」を重視します。既存の医学が治せない領域に挑んでいる

以上、既存の医学の物差しで測れないのは当然であり、アンチの批判はその前提において

無効です。 

4. 中川朋氏の分析枠組み：神経科学からの「アンチ」批
判 
中川朋氏（「脳育 G」）の登場は、花風社の主張に強力な科学的・客観的裏付けを与えまし
た。中川氏の QEEG（定量的脳波検査）とニューロフィードバックを用いたアプローチは、
「ニセ科学」というアンチのレッテル貼りを、データの力で粉砕します。 

4.1 可視化される「見えない障害」 

中川氏は、発達障害を「行動のリスト」ではなく「脳波のパターン」として捉えます。ASD や
ADHD といった診断名の裏には、特定の脳部位における過覚醒（ベータ波過剰）や低覚醒（デ
ルタ・シータ波過剰）が存在することを可視化します 7。 

4.1.1 「性格」ではなく「状態」 

アンチや標準的支援者は、子どもの問題行動（暴言、パニック、無気力）を「障害特性」や

「本人の性格」として扱います。しかし、中川氏の分析によれば、それは単に脳が「戦うか逃

げるか」のモード（交感神経優位）にロックされている、あるいは適切な情報処理ができない

「脳のスタミナ不足」の状態に過ぎません。 

● 批判の的外れ：アンチが「障害受容」を説く時、彼らは実は「乱れた脳波パターン」を受

容せよと言っているに過ぎません。中川氏は「脳波はトレーニングで変えられる（ニュー

ロプラスティシティ）」ことを実証しており 7、変えられるものを「個性」として固定化
しようとするアンチの態度は、神経科学の進歩を無視した退行的なものです。 
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4.2 自律神経と脳のリンク 

中川氏は、心拍変動（HRV）を用いて、自律神経の状態が脳機能に与える影響を重視します。
「安心・安全」な身体感覚がなければ、高次脳機能（学習、コミュニケーション）は作動しま

せん 7。 

● 松島理論との接続：ここで中川氏の理論は松島氏の身体論と完全に接続します。身体を緩

める（松島氏）ことで自律神経が整い（中川氏）、その結果として脳波が安定し、適応的

な行動が可能になる。この一連の「身体→神経→脳」の因果連鎖は極めて科学的であり、
「怪しい」と批判するアンチ側こそが、この生物学的メカニズムを理解していないことを

露呈しています。 

4.3 「エビデンス」の再定義 

中川氏が提示するのは、大規模統計データ（論文）ではなく、目の前の個人の

「Before/After」のデータです。QEEG により、介入前後の脳機能の変化が客観数値として示
されます。 

● アンチの敗北：「エビデンスがない」と叫ぶアンチに対し、中川氏は「ここにある」と個

別の脳波データを示します。アンチが求めるエビデンスが「権威ある学会の承認」である

のに対し、花風社・中川氏が提示するのは「臨床的事実としてのデータ」です。このズレ

こそが批判がかみ合わない原因ですが、親にとって重要なのは「学会の承認」ではなく

「我が子の改善」であるため、実利的には中川氏の立場が優位となります。 

5. 「アンチ」の発言がいかに的を得ていないかの総合分
析 
以上の理論的基盤を踏まえ、ネット上などで散見される具体的な「アンチ」の発言・批判内容

をカテゴリー分けし、それらがなぜ花風社・浅見・松島・中川のトライアングルに対して無効

（的外れ）であるかを分析します。 

5.1 批判カテゴリーA：「ハラスメント・攻撃性」への批判 

アンチの主張： 
「浅見社長は SNS で攻撃的だ。チットチャット（森嶋氏）への批判は名誉毀損や営業妨害であ
り、ハラスメントだ。あのような攻撃的な人物の言うことは信用できない」 6。 
分析による反論（的を得ていない理由）： 
この批判は、事象の「表層（トーン・マナー）」のみを見て、「深層（職業倫理・支援の

質）」を見落としています。 
● 対立の本質：チットチャット事件の本質は、浅見氏が考える「結果を出すための厳格な療

育」と、当時のチットチャット等が行っていた（と浅見氏が判断した）「馴れ合いや、性
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的境界の曖昧な身体接触を含むルーズな支援」との衝突です 6。 

● 倫理的防衛：浅見氏の攻撃性は、発達障害児という脆弱な存在が、効果のない、あるいは

有害な（性的誤解を招くような）支援によって搾取されることへの義憤に根ざしていま

す。松島・中川氏の理論が示す通り、誤った身体接触や脳への入力は、子どもの予後を決

定的に悪化させます。したがって、浅見氏の行動は「顧客（親・子）の利益を守るための

公益的告発」という側面を持ちます。アンチは「言い方がきつい」というマナー論に終始

し、そこで問われている「支援の質と安全性」という本質的議論から逃避しています。 

5.2 批判カテゴリーB：「ニセ科学・標準治療否定」への批判 

アンチの主張： 
「発達障害は脳の機能障害であり治らないのが医学的常識。花風社の本は標準医療を否定し、

怪しい民間療法（整体、原始反射統合）を勧めるニセ科学だ」 4。 
分析による反論（的を得ていない理由）： 
この批判は、「科学」を「固定されたドグマ」として捉える誤謬に陥っています。 
● 科学の遅行性：中川氏の QEEG やニューロフィードバックは、アメリカでは保険適応もあ
る科学的メソッドですが、日本の標準医療への導入は遅れています 7。つまり、花風社は
「非科学」を行っているのではなく、「日本の標準医療がまだ追いついていない先端科

学」や「臨床知」を紹介しているのです。 

● メカニズムの存在：松島氏の理論は、解剖学・生理学（血流、骨格、反射）に立脚してお

り、オカルト的な要素はありません。アンチが「ニセ科学」と呼ぶのは、単に彼らが「薬

物療法と行動療法」以外のパラダイム（身体論的アプローチ）を理解する知識体系を持っ

ていないからです。彼らの批判は、未知のものに対する拒絶反応に過ぎません。 

5.3 批判カテゴリーC：「障害受容・アイデンティティ」への批判 

アンチの主張： 
「障害は個性であり、治すべきものではない。治そうとすることは、子どもの人格否定だ。あ

りのままを愛すべきだ」 5。 
分析による反論（的を得ていない理由）： 
この批判は、「苦痛」と「個性」を混同する人権侵害的な側面を含んでいます。 
● 自由の剥奪：浅見氏と松島氏は問いかけます。「感覚過敏で服が着られないこと」「不安

で外出できないこと」「パニックで暴れること」は、本当に守るべき「個性」なのか？

と。これらは本人にとっての「苦痛」であり「不自由」です 1。 

● 治癒＝自由：「治す」とは、別の人格に作り変えることではなく、身体的・神経学的な足

枷（ノイズ）を取り除き、本来のその子が持っている能力を発揮できるようにすることで

す。「治そうとするな」というアンチの主張は、子どもを苦痛の中に閉じ込め、親には解

決の努力を放棄させる呪いの言葉として機能します。花風社モデルにおいて、治癒は「自

由への道（脱支援道）」であり、アンチの主張は「依存への道」を正当化するためのレト

リックに過ぎません。 
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6. 対照表：標準的支援モデル（アンチの基盤）vs 花風社
モデル 
読者の理解を助けるため、両者のパラダイムの違いを以下の表に整理します。 

比較項目 標準的支援モデル（アンチ

の主張の基盤） 
花風社モデル（浅見・松

島・中川の理論） 

発達障害の定義 先天的な脳機能障害。一生

治らない静的な特性。 
身体・神経の発達未完了状

態。可変的・流動的な状

態。 

介入のゴール 受容と適応。環境調整（合

理的配慮）により、障害を

持ったまま生きやすくす

る。 

治癒と自立（脱支援）。身

体・脳機能を改善させ、配

慮なしで生きられるように

する。 

主なアプローチ 投薬、SST（ソーシャルス
キルトレーニング）、カウ

ンセリング。 

身体アプローチ（整体、反

射統合）、栄養、QEEG/ニ
ューロフィードバック。 

親の役割 専門家の指示に従う。障害

を受容し、代弁者となる。 
専門家を超える観察者・施

術者となる。子どもの身体

を育てる主体。 

子どもの「嫌がる」反応 その子の特性・意思として

尊重し、回避させる。 
身体的・神経的ブロックの

サインと捉え、乗り越えさ

せる（必要な負荷）。 

批判の焦点 「治そうとするのは虐待・

人格否定」 
「治さないのはネグレク

ト・可能性の圧殺」 
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科学的根拠 既存の医学ガイドライン、

論文（EBM）。 
臨床現場での改善事実

（N=1 の積み重ね）、先端
神経科学（QEEG）。 

7. 結論：父親としての選択と展望 
本報告書の分析から明らかになったのは、アンチの批判が、花風社・浅見氏らが既に乗り越

え、廃棄した「古いパラダイム」の上から投げかけられているという事実です。彼らの言葉

は、新しい大陸を発見した探検家に対し、古い地図しか持たない人々が「そんな場所は地図に

ない」と叫んでいるようなものです。 

7.1 アンチの言葉が「痛い」と感じる理由 

もし、お父様がアンチの発言を目にして心が揺らぐとしたら、それは「もし治らなかったらど

うしよう」「自分の努力が間違っていたらどうしよう」という、親なら誰しもが抱く不安に、

彼らの言葉が共鳴するからかもしれません。また、アンチの多くは当事者やその親であり、彼

らの言葉には「諦めたことの正当化」という強い情念が込められています。それは一種の「同

調圧力」として機能します。 

7.2 松島・中川・浅見からのメッセージ 

しかし、松島氏の身体論と中川氏の脳科学は、論理とデータによってその不安を打ち消しま

す。 

● 身体は嘘をつかない：松島氏は言います。子どもの背中が柔らかくなり、呼吸が深くなれ

ば、必ず脳は変わる、と。 

● 脳は変わる：中川氏は言います。脳波は物理現象であり、適切な入力があれば必ず変化す

る、と。 

● 道は続いている：浅見氏は言います。既存の支援に絶望する必要はない、「脱支援」への

道は既に拓かれている、と。 

「的を得ていない」批判に耳を傾ける必要はありません。それらは、変化を恐れるシステムか

らのノイズに過ぎません。花風社モデルが提示するのは、保証された安楽な道ではありません

が、子どもの生命力を信じ、その可能性を最大化しようとする、極めて誠実で希望に満ちた道

です。 

お父様が、雑音に惑わされることなく、目の前のお子様の「身体」と「脳」の変化にのみ着目

し、日々の関わり（タッチ、運動、遊び）を自信を持って続けられることを、本分析の結論と

して強く推奨いたします。 
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付録：参照理論・文献・事象概要 

本分析において参照した主要な要素は以下の通りです。 

● 脱支援道（浅見淳子）：福祉依存からの脱却、親主体の療育、マスク会食等の社会同調圧

力への批判的視座 1。 

● 療育整体（松島眞一）：著書『療育整体』『医者が教えてくれない発達障害の治り方』等

における、骨軸・血流・原始反射の理論 3。 

● 脳育・QEEG（中川朋）：著書『脳の中身を見てみよう』における、脳機能の可視化、自
律神経（ポリヴェーガル理論的視座）と脳機能の連関、AI 時代のセラピー論 7。 

● チットチャット事件・アンチ言説：森嶋氏・灰谷氏らとの決別、ブログでの告発、それに

対するネット上の批判的反応 6。 

● 親の苦悩と希望：標準的治療で改善しなかったケース、家庭内暴力や不登校に対する身体

的アプローチの有効性 5。 

以上 
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